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令和 5 年度（2023 年度）「⾷品ロスに関するアンケート」 

 

【目的】 
 豊中市では、⾷品ロス削減の取組みをより⼀層充実させ、総合的かつ計画的に推進するため、令和
4 年（2022 年）3 ⽉に「豊中市⾷品ロス削減推進計画」を策定しました。 
 同計画の進捗状況や今後の施策を検討する基礎資料として活⽤するため、市⺠・事業者の⾷品ロス
に関する意識や取組みの状況を調査するものです。 
 
【調査⽅法】 
 WEB 回答（豊中市電⼦申込システム︓⼀般募集） 
 ※アンケート回答者の中から、抽選で 300 名の⽅にマチカネポイント 500pt を付与 
 
【調査時期】 
 令和 5 年（2023 年）10 ⽉ 28 ⽇から 11 ⽉ 26 ⽇ 
 
【回答者数】 
  1,755 ⼈ 
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調査結果 ※単⼀回答について、四捨五⼊のため、合計が 100％にならない場合があります。 
 

⾷品ロス問題について 

1. ⾷品ロスについて、どの程度知っていますか。（単⼀回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 10 ⽉は「⾷品ロス削減⽉間」、10 ⽉ 30 ⽇は「⾷品ロス削減の⽇」と知っていますか。（単⼀回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 国内で 1 ⼈１⽇あたり、どれだけの⾷品が廃棄されていると思いますか。（単⼀回答） 
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4. ⾷品ロス発⽣量について、あてはまるものはどれだと思いますか。（単⼀回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 

 

家庭での⾷品ロスについて 

5. ⾷べ物について「もったいない」と感じることはありますか。それはどんなときですか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(その他の主な具体的意⾒) 

    ・職場先で廃棄される⾷品を⾒たとき 
 ・⾷品販売店舗で、閉店近くで割引しているにもかかわらず売れ残っているのを⾒たとき 

    ・⼦どもの給⾷で毎⽇結構な量の残飯が出ていると話を聞いたとき 
    ・テレビで⼤盛、⼤⾷い番組や、⾷べ放題のお店を⾒たとき 

 ・うっかり冷蔵庫の⽚隅に使い残りの野菜が萎びれていることがあり、⼤変残念に思う 
 
6. 過去 1 か⽉の中で、どのような⾷品ロスが発⽣しましたか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (その他の主な具体的意⾒) 
・野菜を使いきれず腐らせて廃棄 

    ・保存していた果物が切ってみたら中が腐っていた 
    ・もらった⾷品を期限までに⾷べきれずに廃棄した 
    ・作ったご飯を家族が⾷べず、処分した 
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7. 前問で「消費・賞味期限切れによる廃棄」を選択した⽅におたずねします。その理由は何ですか。 
 （複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(その他の主な具体的意⾒) 

     ・消費期限を知っていたが家族の体調不良で使う⾷材を急に変えたためロスがでた。冷凍するなど 
     対応すればよかったと反省している 
    ・非常⽤⾷品を整理したら賞味期限が過ぎていた。賞味期限前に⼊れ替えて⾷べる予定だった 
    ・冷凍保存していたが結露で⾷材の品質が変わってしまった 
    ・作り置きしたのが消費しきれなかった 
 
8. 設問 6 で「⾷べ残しによる廃棄」を選択した⽅におたずねします。その理由は何ですか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(その他の主な具体的意⾒) 
    ・⼦どもの好き嫌い、⾷べ残し 
    ・風邪をひいた⼦どもの⾷べ残しだったので、感染しそうで廃棄した 
    ・時間がなくて⾷べきれず、そのままになってしまった 
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9. 設問 6 で「ほとんどでなかった」を選択した⽅におたずねします。その理由は何ですか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(その他の主な具体的意⾒) 

    ・⾷べきれなくなる前になるべく冷凍保存する 
    ・冷蔵庫にある⾷材でメニューを決めている。調味料を最⼩限に購⼊している 
    ・むしろ、ピーマンの種やキャベツの芯などでも、⾷べられる料理を楽しんで研究中 
    ・⾃分で残さないで⾷べる計画を⽴てている 
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消費⾏動における⾷品ロスについて 

10. ⾷品スーパーや⼩売店などの⾷品ロス対策について知っているものはどれですか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(その他の主な具体的意⾒) 
   ・とあるネットスーパーでは、廃棄される野菜の部位をお菓⼦などに加⼯して販売している 
  ・冷凍⾷品に⼒を⼊れている 

 ・訳あり商品としてネット販売 
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11. ⾷品スーパーや⼩売店などが取り組んでいる⾷品ロス対策で評価する取組みや取り組んでほしい 
ことは何ですか。（複数回答） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(その他の主な具体的意⾒) 
    ・当⽇が賞味期限の割に値引き額が低いスーパーがあるので、もっと値引率を上げてほしい 
    ・てまえどり強化のため、最新の⽇付は追加料⾦になる対策を考えてほしい。⾃⾝も買い置き⽤に 

先の⽇付が欲しいときもあるが、そのときは⾼くても新しいものが欲しいと考える。安いから選ぶより 
も、追加料⾦を払うのが嫌、の⽅が強い効果を発揮できると思う 

    ・消費期限に達すると予測される⾷品から、こども⾷堂・ひとり親家庭など必要とする市⺠に活⽤ 
     してほしい 
    ・販売管理の強化 
    ・⼩分け、量り売りの場合は、容器や包装のごみが増えるという観点ではしてほしくないが、各⾃ 
     ⼊れ物や袋持参もしくは紙袋などで対応可能であればお願いしたい 
    ・われわれ消費者が、いつでも何でも売っているという感覚を変える必要があると思う 
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12. 外⾷時に⾷品ロスを減らすために取り組んでいることはありますか。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(その他の主な具体的意⾒) 
   ・あらかじめご飯の量を減らしてもらう 
   ・興味本位でメニューを選ばない 

 
13. 飲⾷店に取り組んで欲しいことは何ですか。（複数回答） 
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(その他の主な具体的意⾒) 
    ・飲⾷店でも賞味期限の近い⾷品を使⽤する際は定価より安く販売してみる 
    ・残すと逆に廃棄料として、プラスの料⾦をお客様に支払いしていただくと、個⼈が気をつけると思う 
    ・持ち帰れるようにするのも、ひとつの案だと思うが、衛⽣面や⾷中毒が心配 
    ・料理に個別で添えられる使いきれないレモンや薬味など、不要な場合もあるので卓上に設置する 

などの選択肢があれば良い 
    ・そもそも店側に依存するのではなく、⾷べに⾏った⼈たちの配慮があればよいだけだと思う 
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豊中市が取り組む⾷品ロス対策事業について 

14. 「フードドライブ」を知っていますか。（単⼀回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15. 「フードドライブ」についてお聞かせください。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(その他の主な具体的意⾒) 

   ・スーパーでやっているのを知っている 
   ・⾷べ切れる分しか購⼊しないし、賞味期限以内に使い切るようにしているので利⽤したことが 
    ない 
   ・フードドライブをこのアンケートで知ったので、⾃分で出来ることはしたいと思う 
   ・どこでフードドライブをしているのかわからない 
   ・こども⾷堂で提供されて、助かっている 
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16. 豊中市の⾷品ロス対策事業について、知っているものはどれですか。（複数回答） 
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17. 豊中市が取り組んでいる⾷品ロス対策事業で評価する取組みや今後も取り組んでほしいことは 
   何ですか。（複数回答） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(その他の主な具体的意⾒) 

    ・フードドライブの拠点を増やしてほしい 
    ・意識しないと忘れるので広報誌や町中ポスターなどに「⾷品ロス」を定期的に掲載してほしい 
     ・外⾷時に⾷べ残したものを持ち帰れる⽂化。欧⽶では普通のこと。⾷中毒の危険性は持ち帰る 

⽅の⾃⼰責任で構わない 
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これからの⾷品ロスに対する取組みについて 

18. これからの⾷品ロス削減に関してお聞かせください。（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(その他の主な具体的意⾒) 
    ・⾃分の家のことで精⼀杯だが、⼦どもたちには教えていきたいと思った 
    ・今までやってきてることがフードロスだった 
    ・肥料が値上がりしているので、⽶ぬかと⾷品ごみを使ったぼかし肥づくりを推進してほしい。そういう 
     ⽣ごみを集めて、たい肥化する場があれば活⽤したい。とよっぴーはホームセンターより値段が⾼く 
     活⽤しにくい 
     ・関心がないことはないが、取り組めることはさほどない 
 
19. ⾷品ロス問題について、あなたの意⾒をお聞かせください。（回答数 1,727） 
    ○衝動買いして消費しきれず捨てるなどにならないよう、家にある⾷材などを把握して、計画的に 
     利⽤するように意識して買い物もしなくてはと思う 
    ○家でも外⾷でも、⾷べ切れる量にする。⼤量パックは買わずに余らせないようにする 
    ○冷蔵庫で賞味期限切れになってしまうことが多いので、賞味期限が近いものを⼿前に置いたり、 
     買いすぎたりしないように気を付けようと思う 
    ○てまえどりがいいことはわかるものの、どうしても新鮮なものが買いたくて賞味期限が新しいものを 
     ⼿にしてしまう。お得感があればてまえどりも進むかもしれない 
    ○買い物で、すぐ⾷べるものは⼿前の賞味期限の近いものから取るように、最近は意識がかわって 
     きた。⾷品ロスが少なくなるようにしていきたい 
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    ○⾷べ物を⼤切にするのは当然ということを忘れないでいたい 
    ○これまではあまり気にしていなかったが、⼩さな⾏動もみんなで取り組めば⼤きな削減になると思 
     うので、意識してやってみる 
    ○買い物に⾏く際は、空腹時を避けたりして買いすぎないように努めている。冷蔵庫の中を確認し、 
     必要なものだけを買うようにメモを持って⾏ったりしている 
    ○フードロスに提供したくても、賞味期限などの条件で、提供できないことがある。もう少し条件を 

緩和していただければ良いと思う 
    ○豊中市の取組みを全く知らなかった。発信が弱いのではないか。毎年、恵⽅巻の⼤量破棄ニュ 

ースは観ていて辛い。毎年のことだから数ももう少し把握できると思う 
    ○規格外の野菜など廃棄処分せずに、スーパーなどに流通させてほしい。賞味期限切れでも安く       

して売ってほしい 
    ○売り切れでも構わないと思っている消費者が⼀定数いることを製造販売業者にわかってもらいた 
    い 
    ○年寄りは⾷が細く、⼩売店の惣菜等のパック売りだと多過ぎて⾷べ切れない。量り売りや少量      

パックでの販売がこれからは必要と考える 
    ○購⼊した⾷品を少しでも無駄なく、且つ、保存期間を⻑く出来る⽅法を⽣産者や加⼯業者か 

ら提供して頂ければとても有り難く思う。⼀⼈ひとりが⾃ら出来ることを⾏うだけでも⾷品ロスは少 
なくなると思う 

    ○先⽇、参加の宴会で久しぶりだったこともあり話が弾み、ブュッフェ形式のお料理がたくさん残った。 
     3010 運動をもっと早くに知っていれば、と思う。また、持ち帰りにしてもらうなど交渉もできたので 

は、と思い残念 
    ○飲⾷店で働いている。ライス、パンはおかわり無料だが残すほど取らないでほしいと多々思ってい 

る。企業などにも⾷品ロスを作らせないような仕組みを義務化するようにしてほしい 
    ○給⾷の⾷品ロスが気になる。ロスにならないよう⼦どもたちにも広めてほしいのと、⼦どもたちから 

も意⾒を聞いてあげてほしい 
    ○⾷品ロス、という⾔葉だと軽く聞こえてしまう。廃棄されてしまうと分かりにくい 
    ○正直なところ、⾷品ロス問題を⾝近に感じない 
    ○豊中市で⾏われている⾷品ロス対策運動の具体的な内容を知りたいと思った。そして、できる 
     ことから⾃分も参加したい。ポイントがもらえるとなると、より意欲を保つことができると思う 
    ○学校関係の仕事をしているので、⼦どもたちに給⾷をできるだけ残さず⾷べることや、学級園でと 

よっぴーを使うなどしている。⾼学年では⾷品ロスの学習をしたり、⾃分たちで調べてプレゼンをし 
たりしている 

    ○⾷料⾃給率の低い⽇本にとって、⾷品ロスは⼤きな問題だと思う。⼤きな会社から取組み     
が広がり、社会全体の意識が変わっていくといいなと思う。これからの⼦どもたちに、より良い未来を
残してあげたい 

 
     その他にもたくさんのご意⾒をいただいています 
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《まとめ》 
⾷品ロスの問題と現状について認識されている市⺠がとても多く、⾷品ロスへの意識や関心の⾼さがアンケ

ート結果にあらわれていました。 
特に家庭においては、在庫管理の徹底や冷凍等による⻑期保存、必要量を把握したうえでの調理、残し

た料理も翌⽇に消費し⾷べ残しを防ぐなど、⾷品ロスを極⼒発⽣させない取組みが実践されており、その背
景には、従来からの「もったいない」という精神、⾷品を⼤切にする心が今も引き継がれているものと思われま
す。 

事業者による⾷品ロス対策では、利⽤客の理解と協⼒のもと促進が図られていると考えます。てまえどりや
予約販売等の季節関連商品への対策など、比較的新しい取組みが定着しつつあるなかで、⾒切り品等の
値引きや⼩分け・量り売り販売といった以前から多くの⾷品スーパー等で取り組まれているものに、⾃⾝で持
参した容器を利⽤した量り売りなど、さらなる推進を求める意⾒が多く寄せられました。また、飲⾷店等におけ
る⾷品ロスについても、少量メニューの追加や提供量の具体的な表示、やむを得ず残した場合の⾃らの責
任における持ちかえりを希望する声も多くありました。料理の持ちかえりについては、国においても促進する動
きがあり、今後も社会における普及状況や消費者の意識変容について注視していく必要があります。 

本市が実施する⾷品ロス対策事業についても、各事業の評価や⾃由意⾒欄から様々な提案等が寄せ
られました。⾷べ物の⼤切さについての幼少期からの教育、インセンティブを⽤いた事業の活性化、フードドラ
イブ等の⾷品提供場所の拡充などの意⾒とともに、本市の発信⼒強化を求めるものや本アンケートをきっか
けに削減に取り組みたいという意⾒も非常に多くみられました。それらを参考に、効果的な周知⽅法を検討
するとともに、今後も⾏政・市⺠・事業者が連携した施策を展開し、⾷品ロス削減に向けた取組みを推進し
ていく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


